
 
 
 
 
 
１ いわて自動車関連産業集積促進協議会とは？ 
  「いわて自動車関連産業集積促進協議会」とは、県内自動車関連産業の集積

を目指し、産学官によって構成されている団体であり、毎年度、展示商談会や

各種セミナー等を開催しています。 
                                    

 

 
２ 2009年開催の展示商談会概要 
  東北６県地場企業の持つ技術力・提案力を売り込むことを目的に、東北６県の産学官で構成する

「とうほく自動車産業集積連携会議」事業として、2007年以降、自動車メーカー・サプライヤーな
どに対する技術展示商談会を開催しています。 
   ～過去の開催実績～ 

① 2007年６月 東北６県・本田技研工業㈱展示商談会 （本田技研工業㈱向け） 
② ９月 とうほく自動車関連技術展示商談会 （トヨタグループ向け） 
③ 2008年９月 東北６県・㈱ケーヒン展示商談会 （㈱ケーヒン向け） 
④ 11月 とうほく自動車関連技術展示商談会 （トヨタグループ向け） 

 
 2009年はトヨタ自動車㈱様のご協力の得て、「とうほく６県 新技術・新工法展示商談会」を次の
とおり開催しました。 

 

“とうほく６県 新技術・新工法展示商談会” 

●目的 「コスト低減」、「軽量化」、「安全」、 

「次世代技術」などの新技術・新工法を 

提案・アピールし、トヨタグループとの 

具体的取引や協力関係の構築を目指す。 

●日時 2009年10月27日（火）・ 28日（水） 

●会場 トヨタ自動車㈱サプライヤーズセンター 

●内容 「プレス」「樹脂成形」「金型」「素材／材料」

    など38社44提案（うち岩手県11社14提案）

いわて自動車関連産業集積促進協議会会員向け 

2009 年 展示商談会開催レポート 

開催概要と 

PR 用ポスターです。 

協議会の代表幹事は達増岩手県知事。 

230 を超える企業・団体で構成。 

会員は入会無料で随時募集しています。 



３ 2009年「とうほく６県 新技術・新工法展示商談会」の当日の状況 
 ⑴ 来場者数 
   事業計画では、来場者数の目標を 1,200人に設定していましたが、トヨタ自動車㈱様のご支援

のもと、目標を大きく超える 1,710人が会場に来場されました。 

2008年実績 1,349人  

（2009年目標） （1,200人）   

2009年実績 1,710人 

 

（アイシン東北㈱前社長 大見様のコメント） 
 提案テーマ毎の展示など、洗練された印象。 

非常に興味深い提案もいくつかあり、東北の企業への期待

が一層高まった。 
 

（会場風景） 

 
 ⑵ トヨタ自動車㈱役員様のご来場 
   渡辺副会長様をはじめ、一丸副社長様など、多くの役員様が会場に足を運ばれ、東北の地場企

業の持つ技術力・提案力を高く評価していただきました。 

   なお、トヨタ自動車㈱だけではなく、㈱デンソー、アイシン精機㈱などの役員の方々にも多く

ご来場いただきました。 

（トヨタ自動車㈱副会長 渡辺様のコメント） 

このような商談会を通じて、トヨタのニーズと東北の企業のシーズがしっかりと結びつき、さらに密接

な連携が進むよう東北に大いに期待しています。 

  
 ⑶ 東北６県知事による地場企業の応援視察 
   展示商談会初日には、東北６県全ての知事が会場入りし、各出展企業の応援を行いました。 

  

 

 

 
⑷ その他（プレゼンテーション・企業見学会） 
  展示商談会の開催に併せ、会場内において、東北６県の大学・公設試、及び企業による技術シ

ーズのプレゼンテーションを実施しました。 
  また、展示商談会翌日には、愛知県内の自動車部品サプライヤーの工場見学会も実施しました。 



４ 2009年「とうほく６県 新技術・新工法展示商談会」の開催結果 
 ⑴ 商談状況（１ヵ月後） 

内 容 東北６県 うち岩手県 

商談成立  5  3 

試作依頼 13 12 

見積・図面検討依頼 10  2 

後日企業訪問・商談協議  58 11  
 

⑵ 来場者からみた展示商談会（来場者アンケート結果） 

 

 

 

（来場者の声） 

・東北企業の精密な技術、考え抜かれた技術が大変参

考になった。 

・高い技術をもった企業が非常に多い。 

・プレス技術等にも新技術があることを発見。 

・説明が非常にわかりやすい。 

・なにより皆様が熱心でした。 

 
⑶ 出展者からみた展示商談会（出展者アンケート結果） 

 

 

 

（出展者の声） 

・直接コンタクトが大変困難な開発・生産技術等の担

当者と意見交換・名刺交換ができた。 

・予想外の質問等から、今後の開発面・営業面でのヒ

ントを得られた。 

・提案内容の事前ブラッシュアップの中で、大変効果

的なアドバイスを得られ、当日に有効活用できた。 

 
５ 2009年「とうほく６県 新技術・新工法展示商談会」主催者から（総括） 
とうほく自動車関連技術展示商談会実行委員会会長 高舘信雄 

 

 

岩手県技術アドバイザー 鈴木高繁 

 

「とても満足」 

「ほぼ満足」

「大変良かった」

「良かった」

「とても満足」

「ほぼ満足」 

計96％

「大変良かった」

「良かった」 

計100％

 

岩手県の企業の高い技術力が今の自動車産業界で必要とされています。

地場企業にとっては大きなビジネスチャンスです。 
新たな挑戦で、あなたの明日を築きましょう。 

商談もっと 
おおきくな～れ 

出展者には、短い準備期間の中で最大限の努力をしていただき、

結果として成功裡に開催できたことを共に喜びたいと思います。 
主催者としては、より一層企業ニーズの把握に努めるなど、展示

商談会の質の向上に努め、「東北への強い期待」に応えていく所存

です。 



 

  

６ 2010年展示商談会（とうほく自動車産業集積連携会議主催）のご案内 

 

 ※２月８日時点での情報です。 

  （変更の場合があります） 

 

 日産自動車㈱向け展示商談会 トヨタ自動車㈱関連企業向け展示商談会 

日時 2010年９月９日（木）～10日(金) 2010年10月27日（水）～28日（木） 

場所 
日産自動車㈱ テクニカルセンター 

（神奈川県厚木市） 
刈谷市産業振興センター 
（愛知県刈谷市） 

来場予定企業 日産自動車㈱ほか トヨタ自動車㈱サプライヤーほか 

来場者目標数 1,200人 1,200人 

出展対象者 東北６県に拠点のある企業、大学・公設試験研究機関 

出展数（予定） 60ブース 60ブース 

① 
新技術・新工法に関する提案 

（「軽量化」「安全」「環境貢献」など） 
開催テーマ 

② 
高いQCD力に関する提案 

（「品質向上」「コスト低減」「リードタイム短縮」など） 

参加費用 
（１ブース１提案の場合）  

３万円(予定) ３万円(予定) 

主催者 とうほく自動車産業集積連携会議（青森県、岩手県、宮城県、秋田県、山形県、福島県） 

事務局 福島県企業立地課 岩手県工業技術集積支援センター 

募集開始  平成 22年３月上旬 平成 22年３月１日（月） 

募集締切 平成 22年３月 26日（金） 

出展決定時期 平成 22年５月下旬 平成 22年６月下旬 

申込方法 申込書・共通パネル原稿を下記お問合わせ先にメールで提出 

お問い合わせ先 岩手県工業技術集積支援センター 
TEL 
FAX 
E-mail 

0197-71-2760 
0197-67-5664 
CD0011@pref.iwate.jp 

今後のスケジュール 
 ◆事前相談会 2010年２月22日（月）、23日（火）、25日（木） 

◆募集説明会 2010年３月（予定） 
 
  お問い合わせは 

岩手県工業技術集積支援センター（0197-71-2760）まで 
 

2010年はナント 
２本立て！！ 

気軽に相談に来てね 


